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グループホームやまと 令和５年度第２回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和５年７月 1１日（火） 

開催場所 グループホームやまと 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族  0 名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 0 名 認知症の人と家族の会代

表 

１名 

元ご利用者家族 １名 ご利用者 ０名 

事業所 

出席者 

施設長 副施設長  

グループホーム管理者 相談員 

欠席者 副施設長・地域住民の代表・ご利用者家族・ご利用者 

 

１．利用状況報告について 

令和５年６月３０日 現在 

入居者の状況 

入居人数（１８ 名） 男性（２名） 女性（1６名） 

要介護１（３名） 要介護２（５名） 要介護３（８名） 

要介護４（２名） 要介護５（0 名）平均要介護度（2,５） 

年齢（平均 8８歳）（最若７５歳）（最高１０４歳） 

大山ユニット～要介護１（３名） 要介護２（２名） 要介護３（４名）要介護４（０名）  

要介護５（0 名） 平均要介護度（2,1） 

和みユニット～要介護１（０名） 要介護２（３名） 要介護３（４名）要介護４（２名）  

要介護５（0 名） 平均要介護度（２.９） 

 

２．事故ヒヤリ報告と対応 ：◆R5.５/1１～Ｒ５.６/３０ 

内  容 件数 状     況 

ずり落ち 

 

 

転  落 

 

転  倒 

 

落下薬 

歯ブラシを流す 

 

 

ヒヤリハット 

 

 

１件 

 

 

 1 件 

    

1 件 

 

 １件 

 1 件 

 

 

1３件 

 

  

・居室内にてポータブルトイレ使用する際にすべったベッド下に畳を

使用、靴のかかとを踏んでいた。⇒環境面の工夫、靴の検討、ナース

コールの声掛け。 

・車椅子より左側を下にした状態で倒れる(前傾、傾きあり)⇒座りの

確認、フットレストを外す、日々の状態変化を把握し共有 

・居室内にてポータブルトイレと一緒に転倒(２１時)。⇒ナースコー

ルの声掛けの実施。 

・落下薬(居室洗面台)⇒飲み込み確認、手順書に沿った支援を行う。 

・口腔ケア用品の消毒洗浄の際排水溝に歯ブラシが流れる。⇒荒い場

所の検討の周知 

 

・靴のかかとを踏んでおられる。・居室ドアに杖を立てかけ外から開

かない。・タンスと壁の間にペーパー類を詰め込む。・居室内にてごみ

箱を蹴っている。・居室内にてポータブルトイレの位置を動かして使
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用(持ち手がない)・バナナの皮をむくことができず皮のまま食べる。 

・散歩の際近隣の敷地内また、居室内に痰を吐く。・近隣の工事車両

と住居隙間を通ろうとされる。・老人者使用の方リビングから居室に

移動される際椅子を使用される。・腕に変色あり「ベッドで打った」

夜間電気をつけられない。・流し台で消毒の為ためていたところ手を

入れようとされる。・車椅子の設置場所の統一。・トイレ内で壁にもた

れかかっておられる、方向転換時ふらつきあり。 

 

 

３．活動の状況 （Ｒ５.５/１１～Ｒ５.６/３０） 

月 日 内   容 状  況 

５月１４日 

 ６月１８日 

 ５月１７日 

 ６月１８日 

 ６月１４日 

 

 ６月１２日 

誕生者 

・母の日行事 

・父の日行事 

・臨床美術 

・臨床美術 

・梅ジュース らっきょう漬け 

 

・ワックスがけ 

１名 

両ユニットご利用者 

大山ユニットご利用者 

両ユニットご利用者 

両ユニットご利用者 

和みユニットご利用者 

 

施設内 

【定 期】 お好み弁当（月 1 回） 6/12 

 オレンジカフェ、なでしこクラブ、めだかクラブ  中止 

毎週水曜日 ボンジュールパン販売 配達のみ実施 

毎月 1 日 散髪 月 1 回 5/19  ６/20（髪染めは職員が行う） 

 

４．研修等（職員）の状況（Ｒ５.５/1１～Ｒ５,６/.３０） 

月 日 内   容 備   考 

５・６月 

３月 

 4 月 

栄養ケア研修 

 

不適切ケアのロールプレイ研修(前年度後期のアンケー

ト結果より実施) 

  

食事介助研修 

移乗研修 

アトピーに関しての研修 

 

全職員対象 

 

全職員対象 

 

 

全職員対象 

大山ユニット 

和みユニット 
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５，意見交換 

 

Ｙ氏：事故ヒヤリから⇒本人がどうしたかったのか？ 

       生活歴、感覚等意味があってされているというところを忘れないように 

       言葉で表すことが難しい。 

       対応策考える時にも本人の気持ちを優先し考えていくことが大切。 

    Ｆ氏：臨床美術とはどんなものかみんなもできるか？ 

  Ｍ氏：ヒヤリハット月間は良い取り組みです。 

       些細な事でも気づく事で事故につながらない 

 

６，その他 

６月不適切ケアアンケート実施。 

      ７月喉つめチェックアンケート実施予定。 

      満足度調査実施予定。 

      図上訓練実施予定。 

      いきいきサロン和みの会  ７月２６日(水) 

 


